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1. 概要 
このマニュアルでは、表の機能について説明されています。 

メイン項目 サブ項目 

ダッシュボード ワーク 

3Dプリンター 3Dプリンター 

ファイル ファイル,チームファイル，スライシングファイ

ル,スライシング設定 

ジョブ ジョブリスト 

その他 サインイン，サインアップ，サインアウト，パス

ワード，チーム設定,メッセージ, 設定，プリン

ターバインド 

 

サブ項目の後ろのアルファベットは、各画像の中のアルファベットと対応し

ています。 

例えば、次のセクション2.1.1「ワーク」下の画像内のAは、2.1.1.1「プリン

ター」の[A]と対応しています。 
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2. 機能説明 

2.1. ダッシュボード 

2.1.1. ワーク  

  
チーム内の 3D プリンター数と各ステータスを確認できます。ステータスはそれぞれをク

リックすると、詳細を確認することができます。 

 

2.1.1.1. プリンター – [A] 

このパートでは、各ステータスのプリンター数とプリンターの合計数が表示されます。各

ステータスをクリックすると、詳細を確認できます。各ステータスについての説明は以下

をご参照ください。 

スタンバイ:プリンターが造形可能な状態です。造形ジョブを割り当て、造形を開始する

ことができます。 

造形中:プリンターが現在造形している状態です。 

完了: プリンターの造形が完了した状態です。次の造形を開始する前にプリンター本体

の「完了」ボタンを押す必要があります。 

ビジー:プリンターがフィラメントをロードしている、造形を一時停止しているなど、新

しい操作を受けることができない状態です。 

エラー: エラーが発生している状態です。プリンター本体を確認してください。 

オフライン:プリンターがローカルネットワーク、またはインターネットに接続されてい

ない状態です。 
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2.1.1.2. チーム情報 – [B] 

 

このパートではチームの情報を確認することができます。 

 

チーム名:チームの名称です。チームオーナーのみ編集可能です。 

チームタイプ:個人と会社の 2 種類のチームタイプがあります。最大チームメンバーはそ

れぞれ、個人チームが５人、会社チームは 20人です。 

作成日:チームが作成された日付です。 

バインドアカウント: プリンターを Wi-Fiに接続するとき、3Dプリンターをバインドす

ることができます。 

バインドキー: USBで 3Dプリンターをバインドするためのキーファイルを使用できます。

キーファイルはプリンター本体を使用して USBメモリに保存してください。 

メンバー:各チームメンバーのアバターとメンバー数を確認できます。クリックして新し

いユーザーにチーム招待メールを送ることができます。 

2.1.1.3. 使用フィラメント量 – [C] 

過去 7日間、14日間、28日間のフィラメントの使用量の統計を確認できます。 

 

グラフにフィルターをかけることもでき、フィルター処理された材料のリストをランク付

けすることもできます。 

 

 

2.1.1.4. ジョブ – [D] 

このパートは、各ステータスが現在どれだけ進行されているかを確認することができま

す。 



 

6 

各ステータスについての説明は以下をご参照ください。 

 

ホールド:造形ジョブが一時的に保存されている状態です。各造形ジョブの開始ボタンを

クリックして造形を開始することができます。 

Ready:次の造形を予約している状態です。現在の造形が完了した後に自動的に開始されま

す。注）このステータスは造形が完了するまで「Ready」のままになります。造形予約よ

りも、手動造形が優先されます。 

造形中:プリンターが現在造形中です。 

完了:造形が完了した状態です。完了した後はプリンター本体タッチスクリーンの「完了」

ボタンを押してください。その後ステータスが「Complete」に変わります。 

 

2.2. 3D プリンター 

2.2.1. 3D プリンター 

 

「3Dプリンター」はチーム内の全てのプリンターを管理できるよう設計されています。 

ユーザーはバインドされたプリンターの詳細を確認し、リモートで制御できます。 

 

 

プリンターの数が 3 台未満の場合、プリンターページはシンプル表示モードとなります。 
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2.2.1.1. プリンターリスト – [A] 

チーム内の 3Dモデル、ステータス、その他の関連情報を確認することができます。 

2.2.1.2. フィルター – [B] 

条件を入力し、チーム内のプリンター表示を絞り込むことができます。 

 

2.2.1.3. ジョブを受信する [C/D] 

このマークを［D］から［C］に切り替えると、プリンターはクラウドからジョブを受信す

ることができます。切り替えるには、マークをクリックしてください。 

 

2.2.1.4. プリンター設定 – [E] 

プリンターのグループと表示形式を変更することができます。またこのページでプリンタ

ーのバインドを解除することもできます。 

 

 

 アンバインド(管理者のみ) – [A] 

1.［ Unbind］ボタンをクリックしてください。 

2.確認ボタンをクリックするとプリンターがアンバインドされます。 

 

 グループを追加する – [B] 

1.［+グループを追加］ボタンをクリックしてください。 

2. グループ名を入力し、［追加］をクリックしてください。 

3.グループを編集するときは、［ ］ボタンを、グループを削除するときは［ ］ボタン
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を押してください。  

注）1台のプリンターにグループを設定するときは、ドロップダウンからグループを選

択します。 

 

 

 

 

 設定 (管理者のみ) – [C] 

 

2.2.1.4.3.1. プリンター名を変更する 

1.［編集］ボタンをクリックしてください。 

2. 新しいプリンターの名前を入力してください。 

 

2.2.1.4.3.2. プリンター設定 

それぞれのプリンターごとにパラメーターを設定することができます。 

 

2.2.1.4.3.3. ブラックリスト 

1.［設定］ボタンをクリックしてください。 
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2.［全てを表示］をクリックすると、このプリンターが全てのチームメンバーに表示され

ます。 

3.［全てを非表示］をクリックすると、全てのチームメンバーがこのプリンターにアクセ

スできなくなります。 

4. ［ロールを割り当てる/メンバーを非表示にする］をクリックし、このプリンターにア

クセスできる特定のチームメンバーを選択します。 

 

 通知（管理者のみ） 

選択したユーザーに対して、プリンターがオフライン・エラー造形完了に関するメールを

送信することができます。また時間を選択し、その時間プリンターがオフラインになると、

ユーザーに通知できます。ユーザーはその通知メールをオン/オフすることができます。 

 
 

1.ボタンをクリックして［ON］にします。 

2 Users can select how long they would like the RaiseCloud to wait before telling 

them the printer is in Offline, Error or Done.   

3.通知するユーザーを選択してください。 

 

2.2.1.5. ポップアップビュー 

1. ［ ］カメラボタンをクリックすると、ユーザーはプリンターをポップアップビュ

ーで確認することができます。 

2. 下部の赤いボタンを押してください。 
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3. プリンターを遠隔でモニターすることができます。 

 

 

 

2.2.1.6. プリンター詳細ページ 

 
プリンターリストのプリンターをクリックすると、プリンターのコントロールページが表

示されます。 
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2.2.1.6.1.1.1. プリンターステータス 

このパートはプリンターの現在のステータスが表示されます。各ステータスについての説

明は以下をご参照ください。 

 

スタンバイ:プリンターが造形可能な状態です。造形ジョブを割り当て、造形を開始する

ことができます。 

造形中:プリンターが現在造形している状態です。 

完了: プリンターの造形が完了した状態です。次の造形を開始する前にプリンター本体

の「完了」ボタンを押す必要があります。 

ビジー:プリンターがフィラメントをロードしている、造形を一時停止しているなど、新

しい操作を受けることができない状態です。 

エラー: エラーが発生している状態です。プリンター本体を確認してください。 

オフライン:プリンターがローカルネットワーク、またはインターネットに接続されてい

ない状態です。 

 

2.2.1.6.1.1.2. ジョブの停止 

プリンターは造形ファイルのダウンロードが完了すると、造形を開始します。［ ］ボタ

ンをクリックすると、造形を一時停止、［ ］ボタンをクリックすると、造形を停止でき

ます。 

2.2.1.6.1.1.3. 通知の設定 

［ ］をクリックすると、造形の進捗度、造形の層数での通知設定ができます。 
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 カメラ – [B/b] 

プリンターにカメラをインストールし設定でオンにすることで、造形の進行状況をライブ

で見ることができます。またポップアップビューを開くこともできます。[b]. 

 

  プリンター情報 – [C] 

ここではプリンターについての情報をユーザーが書き込むことができます。 

1. 情報を記入します。 

2. ［追加］ボタンを押して保存してください。 

3. ［×］をクリックして説明を削除できます。 

 

  ジョブを受信する - [D] 

［Receive Job］をオンにすると、プリンターがスタンバイ状態の時に、造形ジョブを受

けいれることができます。 

 

 確認/編集 – [E]  

このパートではプリンターの現在のすべての造形タスクが表示されます。（手動造形ジョ

ブのみ）ユーザーはここで造形ジョブを編集することができます。 

2.2.1.6.5.1. 現在のジョブ 

このパートでは、ジョブ番号、作成日、作成者など、現在の造形ジョブに関する情報が表

示されます。 

2.2.1.6.5.2. リストをソートする 

造形ジョブリストをドラッグして、リスト内の順番を変更します。 

 

2.2.1.6.5.3. ジョブのステータスを変更する 

ドロップダウンをクリックして、［Ready］［ホールド］を選択できます。 

Ready:プリンターが造形可能な状態です。 

ホールド:ジョブが保留され、準備完了ステータスに戻るまで造形されません。 
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2.2.1.6.5.4. ジョブを削除する 

［ ］ボタンをクリックすると、ジョブを削除できます。（ジョブが造形中の場合、 ［造

形中ジョブ］に表示されます。） 

 

2.2.1.6.5.5. 現在のジョブを他のプリンターに割り当てる  

1. ［ ］ ”移動” ボタンをクリックしてください。 

2.プリンターリストで別のプリンターを選択します。 

3.別のプリンターに割り当てるタスクを、プリンターリストにドラッグします。 

4. 確認ボタンをクリックしてください。 

 

 

  温度の確認 – [F] 

右ノズル、左ノズル、プラットフォームの過去 3分間の温度変化を確認することができま

す。 

 

 

  USB/ローカルストレージからプリントジョブを生成する – [G] 

ユーザーは RaiseCloud を使用して、プリンター本体に保存されているファイル、または

現在接続されている USB メモリに保存されているファイルを造形できます。ジョブは完

了するまで Cloud Queueリストには表示されません。 

1.［クラウド］ボタンをクリックしてください。 

2.造形したいファイルを選んでください。 

3.ファイルの横にある［造形］ボタンをクリックしてください。 
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 レコードを編集する – [H] 

1.［+新しいレコード］ボタンをクリックしてください。 

2. レコードタイプを選択します。 

3. コンテンツを入力します。 

4. 確認をクリックします。 

 

2.2.1.6.8.1. 確認/編集/削除/返信 

レコードを編集、削除するにはそれぞれのボタンをクリックします。 

 

 

 

  プリンター情報 – [I] 

このパートはプリンタに関する以下のような情報が表示されます。 

プラットフォーム：プラットフォームの温度 

左ノズル:左ノズルの温度 

右ノズル:右ノズルの温度 

左ノズル (mm):左ノズル径とフィラメント情報 

右ノズル (mm):右ノズル径とフィラメント情報 

ストレージ(G):プリンターのストレージ 

プレヒート: ［ ］このボタンをクリックすると左右のノズルやプラットフォームの温度

を制御できます。注）このボタンは、プリンターがスタンバイモードのときにのみ選択で

きます。 

設定 : 造形時のプリンターの温度設定をできます。 

RaiseTouch バージョン:現在使用されている RaiseTouch のバージョンです。ユーザーは

このバージョンの横にある最新バージョンを確認して、ダウンロードすることができま

す。 

 

ファームウェアバージョン: ファームウェアのバージョン 

フィラメント:ユーザーがフィラメントをロードした後、RaiseCloudはプリンターのロー

ド情報を読み取り、素材の使用量を計算して表示します。 
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 ログ – [J] 

ユーザーはログを見ることで、プリンターの操作履歴を把握することができます。 

 

 

2.3. ファイル 

 

 

2.3.1. マイファイル 

マイファイル機能はユーザーがアップロードした全てのフィアルが表示されます。他のチ

ームメンバーはこれらのファイルにアクセスできません。ここでは Gcode ファイルを使

用して造形でき、STLファイルをスライスして Gcode ファイルを生成できます。 

 

2.3.1.1. ファイルのアップロード/フォルダ作成 – [A] 

 

 新しいファイルをアップロードする: 

1.［アップロード］ボタンをクリックしてください。 

2.ファイルを選択します。 

3.進行状況バーが青色になったら、［完了］ボタンをクリックします。 
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 フォルダを作成する 

1.［+新しいフォルダ］をクリックします。 

2.フォルダ名を入力します。 

3.確認をクリックします。 

 

 Dropbox 

1.［Dropbox］をクリックします。 

2. Dropboxにログインします。 

3. Dropboxからファイルを選択し、マイファイルにアップロードします。 

 

 Google Drive 

1.［Google Drive］をクリックします。 

2.Google Driveにログインします。 

3. Google Driveからファイルを選択して、マイファイルにアップロードします。 

2.3.1.2.  ファイル/ フォルダの検索 – [B] 

検索バーは右上にあり、ファイル/フォルダ名を入力します。Gcode ファイルはファイル

機能で直接検索できます。 

 

2.3.1.3.  ストレージ – [C] 

造形完了済みストレージは右上にあります。左側は造形完了済みストレージ、右側は保存

可能ストレージです。 

 

2.3.1.4.  表示モード – [C] 

ユーザーは次の 2つの表示モードを選択できます。 

1. リストモード:［ ］ボタンをクリックしてください。 

2. タイルモード:［ ］ボタンをクリックしてください。 

 

2.3.1.5.  STL ファイルのスライス – [D] 

造形を開始するには Gcode ファイルが必要です。RaiseCloud 上で STL ファイルを Gcode

ファイルにスライスすることができます。 

1. STL ファイルを選び［ ］スライスボタンをクリックしてください。 

2. モデルを編集します。 

3. ［スライス開始］をクリックしてスライスを開始します。 

4. スライスが完了すると、Gcode ファイルは元の STL ファイルと自動的にマージされま

す。 
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2.3.1.6.  ダウンロードファイル – [E] 

［ファイル］にマウスカーソルを合わせ、［ ］をクリックします。 

 

2.3.1.7.  Gcode ビュアー – [F] 

1. Gcodeファイルを選び、［ ］ビューボタンをクリックします。 

2. 3Dモードで Gcodeを表示するか、Gcodeファイルを編集します。 

 

 
 

2.3.1.8.  造形ジョブの作成 – [H] 

ユーザーは Gcodeファイルから造形を開始できます。 

1. Gcodeファイルを選び、［ ］ボタンをクリックします。 

 

2. プリンターページに切り替わります。 
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プリンターが 3台未満の場合、画面はこのモードで表示されます。 

 

3. ユーザーは造形ジョブのタイプを選択できます。 

マニュアル:ジョブを手動で割り当てます。 

自動:自動的に、選択されたグループ内の空いているプリンターにジョブを割り当て

ます。 

 

4. プリンターを選択します。マニュアルの場合は、選択したグループから空いているプ

リンターを選択します。自動の場合は、プリンターのグループを選択します。 

注）複数のプリンターまたはグループを選択すると、複数の造形ジョブが作成される

ので注意してください。 

5. フィルターでプリンターを絞り込むことができます。フィルターをリセットするには

［リセット］をクリックします。 

 

6. 造形する必要があるモデルの数を入力します。システムで自動的にモデルの層数をカ

ウントします。 

 

7. ［造形開始］をクリックして、造形ジョブを作成します。選択したプリンターは準備

完了ステータスになると、造形を開始します。ユーザーは 3D プリンターページでジ

ョブの進行状況を確認できます。  

Tip:［造形を非表示］を選択して、生成した造形ジョブを非表示にすることができます。 

 

2.3.1.9.  プリンターにファイル送信 – [I] 

1. Gcode ファイルを選び、マウスカーソルを合わせ、［ファイル送信］ボタンをクリッ

クします。 

2. 1 つ以上のプリンターを選択します。 

3. ［送信］をクリックします。 
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4. Gcode ファイルが選択されたプリンターに送信されます。ユーザーはローカルストレ

ージで確認できます。 

2.3.1.10. ファイル / フォルダの名前変更 – [I] 

1. ファイル/フォルダにカーソルを合わせ、［ ］ボタンをクリックします。 

2. ［変更］をクリックします。 

3. ［確認］をクリックします。 

 

2.3.1.11.  ファイル / フォルダの削除 – [I] 

1. ファイル/フォルダにカーソルを合わせ、［ ］ボタンをクリックします。 

2. ［削除］をクリックします。 

3. ［確認］をクリックします。 

 

2.3.1.12.  データのアップロード – [I] 

RaiseCloud でモデルがスライスされていない場合、ユーザーがモデルの詳細情報を確認

できるように、データファイルをアップロードする必要があります。 

1. ［ ］をクリック、もしくは Ccodeファイルをクリックします。 

2. ［アップロード］を選択します。 

3. ファイルを選択します。 

2.3.1.13.  Arrange to – [I] 

1. Gcode ファイルを選び、カーソルを合わせ［Arrange］ボタンをクリックします

 
2. STL ファイルを 1つ選び、確認をクリックします。 

 
3. Gcodeは STLファイルとマージされます。 
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2.3.1.14.  チームにファイルを保存 – [I] 

ユーザーはプライベートファイルをチームフォルダに移動できます。 

1. カーソルをファイルに合わせ、［ ］をクリックします。 

2. ［保存］をクリックします。 

 

 

 

3. ファイルパスを選択します。［選択］をクリックし、特定のチームメンバーのアクセ

スを許可します。それ以外の場合、ファイルはチーム全体と共有されます。 

 
 

4. アクセスを許可するメンバーを選択し、［送信］をクリックします。 
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5. アクセス許可のタイプを選択します。例えば、［移動］にチェックが入っていると、

そのメンバーはファイルを移動させることができません。 

 

 

2.3.1.15.  ファイルの移動 – [I] 

1. ファイルにカーソルを合わせ、［ ］をクリックします。  

2. ［移動］をクリックします。 

3. プライベートパスを選択し、［送信］をクリックします。 

 

2.3.1.16.  モデル編集 
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1. STL ファイルの追加 

［ ］ボタンをクリックすると、モデルを追加することができます。 

 

2. STL ファイルの削除 

［削除］ボタンをクリックするとモデルを削除できます。 

 

3. STL ファイルの複製 

［複製］ボタンをクリックすると、モデルを複製できます。 

 

4. プラットフォームへ接地 

［プラットフォーム］ボタンを使用すると、モデルをプラットフォームに接地させること

ができます。 

 

5. 中央に移動 

［中央］ボタンを使用すると、モデルをプラットフォームの中心に移動できます。  

 

6. リセット 

［リセット］ボタンを使用すると、編集したモデル情報をリセットすることができます。 

 

7. エクストルーダーの選択 

［デュアルエクストルーダー］を選択すると、右または左のエクストルーダーを選択でき

ます。 

 

8. プリンターの種類 

使用するプリンターの種類を選択します。プリンターごとにサイズやエクストルーダー数

が異なります。 

 

9. プリンターの種類とモデルサイズの確認 

左上と右上でプリンターの種類と、モデルのサイズを確認します。 

 

10. モデルの移動 
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モデルをドラッグ、もしくは［移動］タブを使用して、モデルを移動できます。可動範囲

は以下になります。 

X軸: 赤, -300 - 300; 

Y軸: 青, -300 - 300; 

Z軸: 緑, -300 - 300. 

 

11. モデルの縮尺 

 

パーセンテージを入力して、モデルをスケーリングできます。 
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12. モデルの回転 

 

 

X/Y/Z軸のカーソルを合わせドラッグするか、［回転］タブを使用してモデルを回転でき

ます。最大角度は 360度です。 

 

 

 

13. スライス設定 

 

 
スライス情報をより詳細に変更することができます。［詳細］ボタンをクリックして、次

に進んでください。 
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Tip: モデルはモデリングソフトの座標に従って、RaiseCloudにインポートされます。モ

デルを中央に移動させる場合には、［中央］ボタンをクリックしてください。  

 

2.3.2. チームファイル 

チームファイル機能では、チームメンバーがアップロードした全てのファイルが表示され

ます。承認されているチームメンバーは、この全てのファイルにアクセスできます。 

 

2.3.2.1. 新しいファイル– [A] 

 

 新しいファイルのアップロード: 

1.［アップロード］ボタンをクリックしてください。 

2.ファイルを選んでください。 

3.プログレスバーが青色になったら、［完了］ボタンをクリックしてください。 

 

 フォルダの作成 

1.［+フォルダの作成］をクリックしてください。 

2.フォルダ名を入力してください。 

3.［確認］をクリックしてください。 

 

2.3.2.2.  ファイル / フォルダの検索 – [B] 

検索バーは右上にあり、ファイル/フォルダ名を入力します。Gcode ファイルはファイル

機能で直接検索できます。 

 

2.3.2.3.  ストレージ – [C] 

造形完了済みストレージは右上にあります。左側は造形完了済みストレージ、右側は保存

可能ストレージです。 

 

2.3.2.4.  表示モード – [C] 

ユーザーは次の 2つの表示モードを選択できます。 
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1.リストモード:［ ］ボタンをクリックしてください。 

2.タイルモード:［ ］ボタンをクリックしてください。 

 

2.3.2.5.  STL ファイルのスライス – [D] 

造形を開始するには Gcode ファイルが必要です。RaiseCloud 上で STL ファイルを Gcode

ファイルにスライスすることができます。 

1.STLファイルを選び［ ］スライスボタンをクリックしてください。 

2.モデルを編集します。 

3.［スライス開始］をクリックしてスライスを開始します。 

4.スライスが完了すると、Gcodeファイルは元の STLファイルと自動的にマージされます。 

 

2.3.2.6.  ダウンロードファイル – [E] 

ファイルにカーソルを合わせ、［ ］ボタンをクリックします。 

 

2.3.2.7. プリンターにファイル送信 – [F] 

1.Gcodeファイルを選び、マウスカーソルを合わせ、［ファイル送信］ボタンをクリック

します。 

2.1つ以上のプリンターを選択します。 

3.［送信］をクリックします。 

4.Gcodeファイルが選択されたプリンターに送信されます。ユーザーはローカルストレー

ジで確認できます。 

2.3.2.8. 造形ジョブの作成 – [G] 

Gcodeファイルから造形を開始します。 

1. Gcodeファイルを選び、［ ］ボタンをクリックしてください。 

 

2. プリンターページに切り替わります。 
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3. ユーザーは造形ジョブのタイプを選択できます。 

マニュアル:ジョブを手動で割り当てます。 

自動:選択されたグループ内の空いているプリンターにジョブを自動的に割り当てま

す。 

 

4. プリンターを選択します。マニュアルの場合は、選択したグループから空いているプ

リンターを選択します。自動の場合は、プリンターのグループを選択します。 

注）複数のプリンターまたはグループを選択すると、複数の造形ジョブが作成される

ので注意してください。 

5. フィルターでプリンターを絞り込むことができます。フィルターをリセットするには

［リセット］をクリックします。 

 

6. 造形する必要があるモデルの数を入力します。システムで自動的にモデルの層数をカ

ウントします。 

 

7. ［造形開始］をクリックして、造形ジョブを作成します。選択したプリンターは準備

完了ステータスになると、造形を開始します。ユーザーは 3D プリンターページでジ

ョブの進行状況を確認できます。  

Tip:［造形を非表示］を選択して、生成した造形ジョブを非表示にすることができます。 

 

 

2.3.3. チームファイルモジュール 

チームファイルテンプレートには、チームメンバーによってアップロードされたすべての

共有ファイルが表示されます。チームメンバーは、このモジュールのすべてのファイルに

アクセスできます。 
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2.3.3.1.新規ファイル – [A] 

 新しいファイルをアップロード 

【アップロード】ボタンをクリックします。 

ファイルを選択します。 

進行状況のバーが青色になったら【完了】をクリックします。 

 

 フォルダを作る 

【新しいフォルダ】をクリックします。 

フォルダ名を入力します。 

【確認】をクリックします。 

 

2.3.3.2.  ファイル/フォルダ– [B]を検索 

右上にある検索バーに、ファイルもしくはフォルダ名を入力します。 

入力した文字を含む Gcode ファイルやファイルモジュールを検索することが出来ます。 

 

2.3.3.3.  ストレージ– [C]の確認 

使用済みストレージは右上に表示されています。左側には使用済みストレージが表示され

右側には総容量が表示されます。 例 204MB / 5GB (総容量 5GB中 204ⅯB) 

 

2.3.3.4.  表示モードの変更 – [C] 

2つのモードでファイルを表示することが出来ます 

1. リストモード:  をクリックします 

2. タイルモード:  をクリックします 

 

2.3.3.5.  STL ファイルのスライス – [D] 

Gcode データのみで造形することが出来ます。ユーザーはインポートした STL データを

RaiseCloud上でスライスする事が可能です。 

1. STL ファイルを選択し  をクリックします 

2. モデルの編集をします 
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3. 【今すぐスライスを開始】をクリックします 

4. スライスが完了すると、Gcodeファイルは元の STLデータとマージされます 

 

2.3.3.6.  ファイルのダウンロード– [E] 

.をクリックする事でファイルをダウンロードすることが出来ます。 

 

2.3.3.7. 送信 – [F] 

1. Gcodeファイルを選択し、マウスカーソルを合わせ【送信】をクリックします。 

2. 実際に使うプリンターを選択します。 

3. 【送信】をクリックします 

4. Gcode ファイルがプリンターに送信されます。送信されたファイルはローカルストレ

ージからも確認できます。 

2.3.3.8. 造形のジョブ作成– [G] 

既存の Gcodeファイルから造形が出来ます。 

8. Gcodeファイルを選択し  をクリックします 

 

9. プリンターページに移動します 
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10. 次のいずれかの造形ジョブを選択します。 

手動:ジョブを手動でプリンターに割り当てます 

自動: システムが自動で空いているプリンターにジョブを割り当てます。 

 

11. プリンターを選択します。主導の場合は選択したグループから使うプリンターを選択

します。自動の場合にはグループの選択のみ行います。複数のグループ、またはプリ

ンターを選択した場合複数の造形ジョブを割り当てます。 

 

12. 目的のプリンターをフィルターにかけます。 すべての条件をクリアにするには【リ

セット】をクリックします。 

 

13. 造形するモデルの数を入力します。 

 

14. 【今すぐ造形開始】をクリックします。選択したプリンターが造形を開始します。 

準備が完了するとプリンターのジョブの進捗状況が確認できます。 

 

2.3.3.9. Gcode ビュアー – [H] 

1. Gcodeファイルを選択し  をクリックします。 

2. 3D モードで Gcodeを表示するか、Gcodeの編集が出来ます。 

 

 
 

2.3.3.10. ファイル/ フォルダの名前を変更 – [F] 

1. マウスカーソルをファイル/フォルダの上に置きます。次に  をクリックします。 

2. 【名前の変更】をクリックします。 

3. 【確認】をクリックします。 
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2.3.3.11. ファイル / フォルダの削除 – [F] 

4. マウスカーソルをファイル/フォルダの上に置きます。次に  をクリックします。 

1. 【削除】をクリックします 

2. 【確認】をクリックします。 

 

2.3.3.12.  データのアップロード – [F] 

モデルが RaiseCloud でスライスされていない場合、データファイルを手動でアップロー

ドする必要があります。 

1. をクリックするか、もしくは Gcodeファイルをクリックします。 

2. 【データのアップロード】を選択します。 

3. DATEファイルを選択します。 

 

 

 

2.3.3.13.  配置 – [I] 

1. Gcode ファイルを選択し、その上にマウスポインターを置いて、【配置】をクリック

します。 

 
2. STL ファイルを 1つ選択し、確認をクリックします。 

 
3. Gcodeは STLファイルとマージされます。 

 

2.3.3.14. 許可– [I] 

チームフォルダ内のプライベートファイルに対する権限を設定できます。 

1. 【ファイル】にマウスカーソルを合わせ クリックします。 

2. 【許可】をクリックします。 
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3. ファイルを選択し【選択】をクリックして、特定のチームメンバーへのアクセスを許

可します。ファイルを整理するとチーム全体で共有されます。 

 

 

4. アクセスを許可するメンバーを選択し【送信】をクリックします。 

 

5. 許可するアクセスの種類を選択します。 

 

 

2.3.3.15. ファイルの移動– [I] 

1. ファイルの上にマウスカーソルを置いて をクリックします。 

2. 【移動先】をクリックします。 

3. プライベートパスを選択し、【送信】をクリックします。 
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2.3.3.16. モデル編集 

 

 

 

1. STL ファイルの追加 

複数の STLファイルをスライスするには  をクリックしてファイルを追加します。 

 

2. ファイルの削除 

ファイルを削除する場合は【削除】をクリックします。 

 

3. ファイルのコピー 

【複製】をクリックしてファイルのコピーが出来ます。 

 

4. プラットフォームモデル 

【プラットフォーム上】を使用して、モデルをベッドの上に配置します。 

 

5. センターモデル 

【中央に配置】を使用してモデルを中央に配置します。 

 

6. リセットモデル 

【リセット】を使用する事でモデルを元の状態に戻すことが出来ます。 

 

7. エクストルーダーの選択 

デュアルヘッドタイプのプリンターを選択すると、使用するエクストルーダーを選択でき

ます。 

 

8. プリンタタイプの選択 

使用するプリンターのタイプを選択します。 
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9. プリンターとモデルのサイズの確認 

プリンターとモデルの両方のサイズを確認します。 

 

10. Move Model 

 

ドラックするか、【移動】のタブを使用してモデルを移動します。 

X軸: 赤 -300 - 300 

Y軸: 青-300 - 300 

Z軸: 緑-300 - 300 

 

11. スケールモデル 

 

モデルの拡大率を手動で入力します。 
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12. モデルの回転 

 

 

X 軸、Y 軸、Z 軸を中心にドラックするか、【回転】のタブを使用してモデルを回転しま

す。 

 

 

 

13. スライス設定 

 

 
スライステンプレートの編集をします。より詳細な設定が必要な場合には【詳細】をクリ

ックしてください。 
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2.3.4. スライステンプレート 

スライステンプレートは素材やモデルに合わせて都度作成する事ができます。 

 

2.3.4.1. 個人のスライステンプレート 

スライステンプレートはユーザー個人で作成・保存する事ができます。 

  

 

2.3.4.1.1.1. スライステンプレートの作成 – [A] 

1. 【新しいファイルの作成】をクリックします。この際に既存の Binファイルを基準に

することが出来ます。 

 

2. スライステンプレートの作成ページに移ります 

3. 全ての情報を設定します。 

4. 【保存】をクリックします。 

 

2.3.4.1.1.2. スライステンプレートの編集 – [B] 

1. 編集するテンプレートを選択して、 をクリックします。 

2. 必要に応じて設定を編集します。 

3. 【確定】をクリックします。 

 

2.3.4.1.1.3. スライステンプレートの削除– [C] 

1. 削除するテンプレートを選択して、 をクリックします。 

2. 【確定】をクリックします。 

 

2.3.4.1.1.4. テンプレートのコピー– [D] 

1.  をクリックします。 

2. コピーしたいテンプレートを選択します。 

3.【確定】をクリックします。 

 

2.3.4.1.1.5. ファイルのエクスポート – [E] 

をクリックしてファイルをエクスポートします。 
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2.3.4.2. マテリアル設定 

マテリアル設定モジュールはマテリアル設定ファイルの作成、保存に利用されます。 

 

2.3.4.2.1.1. 新しいマテリアル設定– [A] 

1. 新規マテリアル設定をクリックして新しい設定ファイルを作成します。 

2. 必要な情報を設定します 

3. 【保存】をクリックします。 

 

2.3.4.2.1.2. マテリアル設定ファイルの編集– [B] 

1. 編集したいファイルを選択し をクリックします。 

2. 必要に応じて編集します。 

3. 【確定】をクリックします。 

2.3.4.2.1.3. マテリアル設定ファイルの削除 – [C] 

1. 削除したいファイルを選択し をクリックします。 

2. 【確定】をクリックします 

 

2.3.4.2.1.4. ファイルのコピー – [D] 

 

1.  をクリックします。 

2.変更する必要があるデータを編集します 

3. 【確定】をクリックします。 

 

2.3.4.2.1.5. マテリアル設定ファイルのエクスポート– [E] 

をクリックしエクスポートします。 
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2.3.5. ゴミ箱 

 

 

ユーザーが誤ってファイルを削除してしまった場合、ファイルをリサイクルする事ができ

ます。 

2.3.5.1. ファイルのリサイクル – [A] 

1. ファイルを選択し、リサイクルボタンをクリックします。 

 

 

2. 【確認】をクリックします。 

 

2.3.5.2.  ファイルの削除 - [B] 

1. 削除するファイルを選択し、【クリア】をクリックします。 

2. 【確認】をクリックします。 

 

2.3.5.3. ゴミ箱をからにする– [C] 

ゴミ箱の【クリア】をクリックします。 

 

2.4. ジョブ 

2.4.1. ジョブリスト 

ジョブリストモジュールはチームのすべての造形ジョブを表示します。 
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2.4.1.1. ジョブステータス – [A] 

準備完了:造形ジョブの準備が完了している状態です。 

 

造形中: 造形中のジョブ 

 

完了済: ユーザーがプリンターからモデルを回収して完了を押すとこの状態になります。 

 

待機: 造形ジョブが保留されている状態です。 

 

2.4.1.2. ジョブタイプ – [B/C] 

造形ジョブは RaiseCloud のファイルモジュールから割り当てらます。 

 

2.4.1.3. ジョブの詳細確認 – [D] 

をクリックして、造形ジョブまたはジョブリストの詳細を確認します。 

 

2.4.1.4. ジョブの削除– [E] 

をクリックして、造形ジョブを削除します。削除されたジョブはゴミ箱へ移動します 

 

2.4.1.5. 造形ジョブの開始– [F] 

【開始】をクリックする事で造形ジョブを開始します。 

 

2.4.1.6. ジョブの保留– [G] 

保留をクリックする事で、造形しない状態にできます。 

 

2.4.1.7. ジョブレポートのエクスポート– [H] 

【レポート】をクリックし、ジョブリストをエクスポートします。 
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2.4.1.8. 新しいジョブリストの作成 – [I] 

1. 【新しいジョブ】をクリックします 

2. 自分のファイルかチームのファイルを選択します。 

3. 【確認】をクリックします。 

4. 造形ジョブを作成します。 

5. 【今すぐ造形】をクリックします。 

 

2.4.1.9. ゴミ箱 

ゴミ箱の中の造形ジョブは 10日後に自動で削除されます。 

 

 ファイルの削除 – [A] 

1.  クリックしてファイルを展開します。 

2.  をクリックして削除します。 

3. 【確認】をクリック 

 

 ファイルの修復– [B] 

1. 修復したいファイルを選択します。 

2. 修復をクリックします。 

3. 【確認】をクリック 

 

2.4.10 パッチ内部のメッセージの削除– [A/C] 

 

2.4.11 詳細情報 – [B] 

セル情報の前にあるボタンで詳細情報の確認ができます。 
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2.5. スライスタスク 

スライスタスクモジュールですべてのタスクの Gcode を確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6. メッセージ 

メッセージセンターモジュールを使用するとシステムからのすべてのメッセージを確認

して編集できます。 

 

2.6.1. すべてのメッセージ 
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2.6.2. 通知設定 

 

メッセージおよび電子メール設定モジュールでは通知タイプを選択できます。 

1. スライスタスク: スライスタスクが完了した際に通知します。 

2. チーム:チームの情報が更新された際に通知します。 

3. 作業指示書(作成者用): 作業指示情報が更新された際に通知します。 

4. 作業指示書(オペレータ用): 作業指示書が送信された際に通知します。 

5. 作業指示書(トラッカー用): 作業指示情報が更新された際に通知します。 

6. ジョブ: ジョブのステータスが変更された際に通知します。 

7. プリンター: プリンターが一時停止いた際に通知します。 
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2.7. プロフィール 

プロフィールモジュールは各ユーザーの個人情報を保存しユーザーが個人情報を編集で

きます。 

 

 

2.8 ユーザー情報 

2.8.1.  ロック画面の設定を変更する – [A] 

操作がない場合に画面をロックするかしないかを選べます。 
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2.8.2. セキュリティ 

 

2.8.2.1. パスワードの変更 - [B] 

1. 本のパスワードを入力します。 

2. 新しいパスワードを入力します。8～16 文字，大文字と小文字、数字および，特殊文

字を 1つ入れる必要があります。 

3. 確認パスワードを入力します 

4. 【保存】をクリックします。 

2.8.2.2. 2 段階認証- [B] 

ユーザーがアカウントにログインするときパスワードと電子メールの 2 段階認証を要求

する設定です。 

2.8.3.  プライバシー設定 

2.8.3.1. プライバシー設定 - [C] 

このモジュールのすべての情報をダウンロードするか、削除します。 
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2.9. チーム設定 

2.9.1. チーム情報 

チーム情報モジュールを使用すると、ユーザーはチーム情報を確認できます。 

 

 

 

 ロゴの編集 – [A] 

1. 【アップロード】をクリックします。 

2. ポップアップウィンドウからロゴを選択します。 

 

 バインディングキーのダウンロード– [B] 

  をクリックしてバインディングをダウンロードします。 

USBドライブに保存し、プリンターを再起動します。 

 

 チームパスワードの編集 – [C] 

1.  をクリックしてパスワードを編集します。 

2. 元のパスワードを入力したのち、新しいパスワードを入力します。 

3. 【保存】をクリックします。 
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パスワードを忘れた– [D]  

1【パスワードを忘れた】をクリックし、リセットメールを送信します。 

2. パスワードを入力します。 

3. 【保存】をクリックします。 

 

 チームの解散 – [E] 

 をクリックする事によってチームを解散し、全ての情報とデータファイルが

削除されます。 

 

チームの所有権を譲渡する– [F] 

チームオーナーは、その所有権を別のチームメンバーに譲渡する事ができます。 

ただし譲渡したいメンバーがすでにチームオーナーである場合には譲渡できません。 

1. チームの転送をクリックします。 

2. ポップアップウィンドウで【メンバー】を選択します。 

3. 【確認】をクリックします。 

 

 チームの変更 

ユーザーは 1 つのチームしか作成する事ができませんが、既存のチームに参加する事が

できます。 

 

2.9.2. チーム編成 

システム内のモジュールを操作する場合、チームの作成、もしくはチームに参加する必要

があります。 

ユーザーは登録時に新しいチームを作成することが出来ます。 

 

1. チームを作成するには 2つの方法があります。【新しいチーム】もしくは【自分のチ

ームの作成】をクリックします。 
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2. 個人または会社を選択し、【次へ】をクリックします。 

 
3. チームのロゴを選択します。 

4. チーム名を入力します。(名前は後から変更できます) 

5. 国を選択します。 

6. バインドアカウントとして使用するメールアドレスを入力します。 

このメールアドレスは後から変更することが出来ません 

7. パスワードを入力します。後から変更する事も可能です。 
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2.9.3. チームメンバー 

チームメンバーモジュールを使用すると、ユーザーはチームのメンバーを管理したり招待

状を送信したりできます。 

 

 

2.9.3.1 メンバーの招待 – [A] 

1. 招待したい人のメールアドレスを入力します。(一度に最大 10通のメール) 

 

2. 【招待状を送信】をクリックします 

1. 招待状を再送信できます。 

2. 招待状を削除できます 

3. 招待された人が RaiseCloudのユーザーの場合このステータスが表示されます 

 

注意: 未登録のユーザーを招待する事も出来ます。その場合はメールに登録リンクが送

られます。 
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2.9.3.2 メンバーの役割を編集– [B] 

1. 【役割】のドロップダウンメニューを選択します。 

2. 役割を選択します。 

 

注意: ユーザーが所有者として登録されている場合、このオプションは存在しません。 

2.9.3.3 メンバーの削除 – [C] 

1. チームメンバーページで、削除するメンバーを選びます。 

2.  をクリックします。 

3. 【確認】をクリックします。 

 

2.9.3.4 メンバーの役割の編集 – [D] 

ユーザーはグループのメンバーの役割を編集できます。 

1. 所有者以外の他のメンバーの役割をクリックする。 

2. 役割オプションを選択すると、編集することが出来ます。 

 

2.9.4. ロール 

 

 

 新しい役割を作る – [A] 

チームオーナーとマネージャーは、チームメンバーに様々な役割を割り当てたり、システ

ムへのアクセスを制限できます。 

1. 役割モジュールをクリックします。 

2. 【＋新しいロール】をクリックして新しいロールを作成します。 

3.新しいロール名を入力し、権限を編集します。 

4. 保存をクリックします。 

 

 ロールの編集– [B] 

1. 【編集】をクリックします 

2. ロールを編集して保存します。 

 

 ロール – [C]の削除 

【削除】をクリックして、役割を削除します。 
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 デフォルトの役割 – [D] 

【デフォルト】ドロップダウンメニューから、新しいチームメンバーのデフォルトの役割

を設定します。 

 

 

 

2.9.5. アプリケーションの設定 

チームオーナーは RaiseCloud をアプリケーション設定モジュールで軽量バージョン、プ

ロフェッショナルバージョン、カスタムバージョンが選択できます。 

 

 

※『Lite』・『Pro』を選択している時は、編集ができないため、 

編集の際は『Custom』を選択して下さい。 

 

2.9.5.1. アプリケーションに表示されるモジュールの編集 

 

『Lite』と『Pro』の切り替えだけではなく、ユーザーカスタムでシステムに表示される

モジュールを編集することができます。 
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1. 『Custom』を選択します。 

2. システムに表示されるモジュールのステータスを ONに変更します。 

※変更できないワークベンチや統計レポートは除く。 

3. 完了したら、『保存』をクリックしてください。 
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2.10. サインアップ 

 
Raise Cloudを使用する前に事前にユーザー登録をする必要があります。 

1.次の URLにアクセスをします。: https://cloud.raise3d.com/reg.html 

2. メールアドレスを入力してください。（※登録後変更をすることができません） 

3. .パスワードを入力します（パスワードは 8〜16 文字で、少なくとも 1つの大文字、

小文字、数字、特殊文字を含む必要があります：！@＃$％^＆*） 

4. 確認のためパスワードを再入力します。 

5. 名、姓、ニックネームを入力します。 

6. 国を入力します。 

7. タイムゾーンと職業を選択します 

8. 利用規約とプライバシーポリシーを読み、それらを選択します。 

9. 『Sign Up』をクリックします。 

 

https://cloud.raise3d.com/reg.html
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2.11. サインイン 

 

ユーザー登録完了すると、Raise Cloud にサインインができるようになります。 

1. ユーザー登録したメールアドレスを入力してください。 

2. ユーザー登録したパスワードを入力してください。 

3. 『Sign In』をクリックしてください。 

2.12. サインアウト 

 

サインアウトボタンをクリックしてサインアウトします。. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

54 

2.13. パスワードを忘れた場合 

パスワードを忘れてしまった場合はサインインページのにある『パスワードをお忘れです

かですか？』をクリックすることにより、パスワードをリセットすることができます。 

1. 『パスワードをお忘れですかですか？』をクリック。 

 

 
 

 

2. 次に表示されるページでユーザー登録をしたメールアドレスを入力してください。 

 

3. メールでパスワードのリセットメールが届きますので確認してください。 

4. メールボックスを開き上記のメールにある、[パスワードのリセット]ボタンをクリ

ックします（見つからない場合、迷惑メールフォルダなどに入ってしまう場合があ

るのでそちらも確認してください。） 
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5. 新しいパスワードを入力して『パスワードのリセット』をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

56 

3. プリンターの登録 

3.1 プリンターのバインド登録 

バインドキーまたはバインドアカウントからプリンターをバインド登録ができます。 

3.1.1 バインドキーによるプリンターのバインド登録 

1. バインドキーを USBメモリに保存します。 

2. USB ドライブをプリンターに挿入し、タッチスクリーンの右上にある設定（歯車アイ

コン）をタップします。[マシン]、[詳細設定]の順にタップします。 
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3. [詳細設定]をタップし、[バインド登録されていない]ステータスの RaiseCloud をタ

ップします。 
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4. [バインドキーでバインド]をタップします。 

 

5. USBメモリが認識されたら、[次へ]をクリックします。  

チーム IDとアカウント情報が画面に表示されます 
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3.1.2 バインドアカウントとパスワードでバインド登録 

1. タッチスクリーンの右上にある設定（歯車アイコン）をタップします。 [マシン]、[詳

細設定]の順にタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

60 

2. RaiseCloudをタップします。 

 
3. サーバーURLをタップして、バインドする前にサーバーIPアドレスを入力します。 
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4. [バインドアカウントとパスワードでバインド]をクリックします。 

 

 

5. バインドアカウント名とパスワードを入力します（ユーザーのプライベートアカウン

トとパスワードではなく、チームアカウントとパスワード）。 バインドに成功すると、

チームアカウントが画面に表示されます。 
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3.1.3 QR コードによるバインド登録 

1. タッチスクリーンの右上にある設定（歯車アイコン）をタップします。 『マシン』タ

ブで、『詳細設定』をタップします。 
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2. RaiseCloudをタップします。 
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3. 『Bind with QR Code』をタップします。 
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4. 次に、モバイル端末の RaiseCloud APPでスキャナーを開き、プリンターの QR コード

をスキャンしてプリンターをバインド登録します。 
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3.1.4. サーバーとバインド登録の解除 

プリンターは、別のサーバーまたはアカウントにバインド登録する前にバインド解除する

必要があります。 マシン設定または RaiseCloud でローカル環境でのプリンターのバイ

ンド登録解除ができます。 

1.『設定』から『Raise Cloud』をタップし、『サーバーとバインド登録の解除』をタ

ップします。 
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2.（サーバーからバインド登録の解除をしますか？）と表示されるので『はい』をタッ

プします。 

 

 

 

 

 


